
２０２０.１．９  例会報告 Ｎｏ.１７００      司会ＳＡＡ 青木 省一 さん

★本日の出席者  ５５名中４１名（欠席１５名） 

 

★先回の出席率  ８０．００％ 

 

★ビジター（1名）杉本 俊夫さん 長岡東ＲＣ 

 

★米山奨学生（1名） 

 ドアン ハイ イエンさん 長岡大学 

 

★点 鐘  

 

★国 歌      君が代 

 

★会 歌     奉仕の理想 

 

★お客様紹介                 善財 康行さん 

 

★お食事 

 

★会長挨拶                  渡辺 雅志さん 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

あと半年です。よろしくお願いいたします。 昨日とかアメリカとイランできな臭い話

があって嫌だなと思いながらマイロータリーを見ていましたら、今年のニュース記事の

所に、川越ＲＣに今泉誠司さんという方の記事がありました。25 年くらい前に埼

玉のガバナーもやられた方で、今泉記念ビルマ奨学金というのを作っておられるよう

です。個人で作ったような奨学金なんですけども、今までにミャンマーからの留学生

200人くらいに既に奨学金を渡しているようです。ここで記事をご紹介します。今泉

さんが実際に戦争末期にビルマにいっておられた体験です。 

 

第二次大戦で敵の手から逃れる 

今泉 清詞 川越ロータリークラブ（日本） 

 

ボロボロの靴を縄でぐるぐる巻きにして履いていた。小動物や野草を食べた時も

あった。それでも私は、安全な場所にたどり着くことを願って歩きつづけた。自分も

死ぬだろうと、毎日考えていた。明日には自分もこの世にいないかもしれない、そ

んな気持ちでいた。 

同じ部隊の仲間のほとんどが、1944 年、ビルマ（現ミャンマー）の国境に近い

インパール（インド）での戦いで亡くなった。ほぼ全員、イギリス軍に囲まれて殺さ

れたり、捕虜になったりした。私は、近くの川を渡る方法の調査を命じられたため

に生き残った。状況が違っていれば、私も死んでいただろう。 

生き残った日本兵をイギリス軍が探していたので、私はビルマの山奥に逃れて

潜んでいた。これは、第二次世界大戦の終戦間近のこと。当時は日本の勢いも

なくなっていたので、食糧や兵器の補給は一切なかった。ほとんど何も残っていな

い状態で、険しい土地を日に 20 キロメートルほど歩いた。 

やっと、ある家にたどり着いた。その家には一部屋しかなく、戸を開ければ家の

中が全部見えてしまう。そこに住んでいた家族が私を家の中に迎え入れ、食べ物

を与えてくれた。イギリス軍が来れば、寝台の下に隠れろと言ってかくまってくれた。

イギリス人が去ると、「出ておいで」と言ってくれた。 

終戦までは潜んで暮らしていた。移動しつづけたが、どこに行ってもそこの家族た

ちが私を迎え入れてくれた。イギリス軍に密告されるという心配はしていなかった。

戦後になって、ほかの日本兵もミャンマー人たちにかくまってもらっていたことを知った

。どこに行っても同じような話を聞いた。ミャンマー人たちは日本兵にとても親切にし

てくれたのだ。 

1946 年に帰還し、ゼロから生活を立ち上げた。誰も開拓したがらない土地で農

業を始め、何年も苦労した。誰もが貧しく、大変な時代だった。しかし、私は自分

の経験から、生きようという気持ちさえあれば何とかなると知っていた。生き残る強

さと意志が、私にはあった。その頃、ビルマの人たちの親切にどう恩返しできるかも

考えはじめた。 

その後、酪農を始めて生活も安定してきたので、『今泉記念ビルマ奨学会』を

立ち上げた。日本に留学するミャンマー人学生のための奨学金制度で、1989 年

に最初の奨学金を授与した。現在までに 200人ほどの学生が奨学金を受けてい

る。 

日本に留学してくる学生たちの相談相手にもなった。目標は、祖国に繁栄をもた

らすために必要な知識を身につけてもらうこと。次世代への投資こそ、赤の他人だ

った私を家に迎え入れてくれた人たちへの恩返しとして、私が思いついた一番の方

法だった。戦友たちに安らかに眠ってもらうためにも、これが一番の方法だと思う。

奨学金を受けた世代がミャンマーに平和と繁栄をもたらしてくれることを願っている

。 

 

 ミャンマーは今もスーチーさん政権が発足してから 3 年になりますが、国内では揉

めたり世界から非難にあったりしているようですが、こういう考えで、ロータリーとしても、

ロータリーで戦争をする訳にもいきませんし、世界平和を願う第一が米山奨学金

であり各国と仲良くしていくロータリーの活動を広めていく事じゃないかなと思いまし

た。 

 今日は、杉本さん、イエンさんありがとうございます。今日はこのあとクラブ協議

会がありますので、終わりにします。ありがとうござました。 

 

★幹事報告                    西方 太地さん 

・2740 地区ガバナー千葉憲拓さんより、九州北部豪雨災害ご支援のお礼と報

告が届いております。 

・年賀状のご紹介 シルファあゆみさんより 

2001－2002 年度ロータリー財団国際親善奨学生 矢吹あゆみさん 

 〝2001 年の留学時にお世話になったロータリアンの方々が日本に帰港される

ので旅のお手伝いをする予定です。いただいたご縁に感謝します〟 

・会費納入についてなります。下期の会費納入の依頼を皆さまにメール・ＦＡＸ

で案内を差し上げますので、納入をお願いします。 

・本日の理事会の報告 

 ４月２３日の例会ですが、商工会議所の移転に伴いまして事務局もバタバ

タして大変ということで、ベルナールでの例会は休会というかたちで考えておりま

す。マンパワーが必要になるかもしれませんので、引っ越しの手伝いを、有志を

募ってするかもしれませんが皆さんスケジュールの方に入れてください。 

・１月２３日は、午後６時から料亭いまつさんで、新年会を予定しております。

親睦が頑張って準備をしているとの事ですので皆さん 奮ってご参加いただきた

いと思います。 

 



★米山奨学生に奨学金を渡す。 

 

★米山奨学生近況報告          ドアン ハイ イエンさん 

 皆さん、明けましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。今年

もよろしくお願いします。最近活動がないので代わりにお正月をどのように過ごした

かをお話しさせていただきます。 

 以前のお正月は、一番稼ぎ時で毎年バイトばかりだったんですけど、今年は米

山奨学金を受けるおかげで今年は東京で 3日間友人と新年を迎える事ができま

した。浅草の神社に行っておみくじを引いたら大吉でした。しかし新潟に戻ったら携

帯電話を落として無くしました。英語で New Year's Resolution、日本語に訳す

と新年の決意になります。私は毎年、新年の決意をひとつ作ります。今年の決意

は、良い仕事を良い会社に勤める事ができることです。昨年の決意は、資格を５

つ位取る事でしたが、ちょっと惜しくて４つの取得でした。今年の自分の決意に向

けてもっと頑張ります。以上です。ご清聴ありがとうございました。 

 

★委員会報告 

ＳＡＡ                      青木省一さん 

ニコニコＢＯＸの投入金のご報告です。１２月の投入額は、65,000 円。今年

度累計は、369,800 円になります。ありがとうございました。もう半年ありますので

ニコニコＢＯＸの投入をお願いします。 

 

★ニコニコ情報 

・小林敏夫さんより、「新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い

いたします。」 

 

★お祝いの日 

・誕生日 

田中 政春さん  １０日  久世 紀男さん  １０日 

佐藤久美子さん  １７日  笹川 正子さん  １７日 

西方 太地さん  １９日 

ご夫人・ご主人 

青木 省一夫人  記代子さん   ８日 

柳沢 久敏夫人 トシ子さん   ３日 

久世 紀男夫人 薫さん    ３０日 

桜井カツエご主人 益樹さん  １２日 

青柳 良孝夫人  由美子さん ２７日 

石原直次郎夫人  幸子さん  １７日 

田中 利孝夫人  裕美子さん  ８日 

桜井 誠夫人   直子さん  １９日 

中垣内正和夫人   倫代さん    ９日 

 

 

 

 

 

★クラブ協議会                 進行 渡辺会長 

 ・クラブ事業計画の上期報告と下期活動計画発表 

  ＳＡＡ       青木 省一さん 

  クラブ奉仕Ａ    石黒 俊之さん 

クラブ奉仕Ｂ    西方 太地さん 

職業分類・会員選考 長谷川 啓一さん 

会員増強      五十嵐 誠さん 

ロータリー情報   山田 雅昭さん 

出席        山田 嘉純さん 

親睦        近藤 賛さん 

雑誌・会報・広報  星野 昌弘さん 

        本日は以上の方々より報告をしていただきました。 

 

★点 鐘 

 

 

 

▲定例理事会報告 

・上半期収支報告について 

下期修正予算に、パソコン購入を組み込むため再度予算付けをする。 

 パソコン購入の為にニコニコボックスから、25万円を一般会計に移す。 

・長岡商工会議所移転について 

4／20 に引っ越しの為、4月 23日の例会は臨時休会とする。 

 （幹事報告 同） 

・事務局のパソコンWindows７サポート終了について 

 Windows１０を購入していただきます。 

・長期青少年交換学生について 

 長岡東 RC がホストクラブの予定。西ＲＣは協力体制を取る。 

 向陵高校受け入れ校受諾。 

 2 月 9日にオリエンテーションの開催があります。 

・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿ 本日のメニュー（１月１６日） 

和食 

重箱  あなご蒲焼 

小鉢  芹浸し 

温鉢  茶碗蒸し(卵・エビ) 

次回例会１月２３日（木） 

  新 年 会 

 於；料亭いまつ 

   ｐｍ６：００～ 



香の物 白才柚香漬 

汁   すまし汁（小麦・エビ） 

水菓子 八朔、ポンカン 

コーヒー 


	第二次大戦で敵の手から逃れる
	今泉 清詞　川越ロータリークラブ（日本）
	ボロボロの靴を縄でぐるぐる巻きにして履いていた。小動物や野草を食べた時もあった。それでも私は、安全な場所にたどり着くことを願って歩きつづけた。自分も死ぬだろうと、毎日考えていた。明日には自分もこの世にいないかもしれない、そんな気持ちでいた。
	同じ部隊の仲間のほとんどが、1944年、ビルマ（現ミャンマー）の国境に近いインパール（インド）での戦いで亡くなった。ほぼ全員、イギリス軍に囲まれて殺されたり、捕虜になったりした。私は、近くの川を渡る方法の調査を命じられたために生き残った。状況が違っていれば、私も死んでいただろう。
	生き残った日本兵をイギリス軍が探していたので、私はビルマの山奥に逃れて潜んでいた。これは、第二次世界大戦の終戦間近のこと。当時は日本の勢いもなくなっていたので、食糧や兵器の補給は一切なかった。ほとんど何も残っていない状態で、険しい土地を日に20キロメートルほど歩いた。
	やっと、ある家にたどり着いた。その家には一部屋しかなく、戸を開ければ家の中が全部見えてしまう。そこに住んでいた家族が私を家の中に迎え入れ、食べ物を与えてくれた。イギリス軍が来れば、寝台の下に隠れろと言ってかくまってくれた。イギリス人が去ると、「出ておいで」と言ってくれた。
	終戦までは潜んで暮らしていた。移動しつづけたが、どこに行ってもそこの家族たちが私を迎え入れてくれた。イギリス軍に密告されるという心配はしていなかった。戦後になって、ほかの日本兵もミャンマー人たちにかくまってもらっていたことを知った。どこに行っても同じような話を聞いた。ミャンマー人たちは日本兵にとても親切にしてくれたのだ。
	1946年に帰還し、ゼロから生活を立ち上げた。誰も開拓したがらない土地で農業を始め、何年も苦労した。誰もが貧しく、大変な時代だった。しかし、私は自分の経験から、生きようという気持ちさえあれば何とかなると知っていた。生き残る強さと意志が、私にはあった。その頃、ビルマの人たちの親切にどう恩返しできるかも考えはじめた。
	その後、酪農を始めて生活も安定してきたので、『今泉記念ビルマ奨学会』を立ち上げた。日本に留学するミャンマー人学生のための奨学金制度で、1989年に最初の奨学金を授与した。現在までに200人ほどの学生が奨学金を受けている。
	日本に留学してくる学生たちの相談相手にもなった。目標は、祖国に繁栄をもたらすために必要な知識を身につけてもらうこと。次世代への投資こそ、赤の他人だった私を家に迎え入れてくれた人たちへの恩返しとして、私が思いついた一番の方法だった。戦友たちに安らかに眠ってもらうためにも、これが一番の方法だと思う。奨学金を受けた世代がミャンマーに平和と繁栄をもたらしてくれることを願っている。

